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報告がある。今田我々は頚椎の変色，特;こ上金頚椎の変
イとについて検討した。対象は20症例で大半が特発性測響
症であった。矯王率は平均32%，H-P幽 T 装着期間は平
均12.2週， H-P-T I徐去後の期間は平均33.7カ月であっ
た。〔結果〕頚椎iこ変化を有した症例は 1例もなかった。
京国としては種々考えられるが，症例数が少なかったの
で，断定的な結論は，今後痘備を重ね，追跡が必要と思
われる。 
7. Spinal instrumentation surgeryに対する hi-
omechanics的考察
。平松健一，井上駿一，山蘇正憲
斎藤康文，中田好員，1] (千大〉 
Distraction rod 2 本及び~， transverse barを用いて現
在使用されている Harringtoninstrumentation system 
の強度に関する実験を行ない，以下の結果を得た0 
1. transverse barには， 2本の distractionrodの 
hookの向きにより異なる方向iこカが加わる。 system全
体の stabilityを考慮すると， transverse barは2本用
い rod ~こ両方向から画定するのが理想的である。
豆. rodを曲げて使用するとその強度は著しく低下す
る。今後，更に力学的検討を加えて行きたい。 
9. 上肢末靖神経損傷の治療成績
。出沢明，小林英夫，保坂瑛一
渡部室夫 〈千大〉
三橋 稔〈三播整形〉
村山憲太〈国立習志野〉
堂後昭彦 ()Il鉄病読〉
昭和33年から当教室の末語、神経損傷で治療した数段 
140例である。その内訳は正中神経30伊i尺骨神経42例，
正中尺骨合併18伊U，槙骨神経32伊U，腕神経数は18例であ
った。 followupした 76例の直接検診の回復状況を 
SEDONの分類に従って評缶した。その結果 MOTOR 
RECOVERYが良好なのに対し SENSORYRECO・ 
VEまYが著しく悪く特に正中神経損蕩何で ADL自己
満足度の低下iこ相関していた。今後評伍法を更に吟味し
症例数を増やして検討を更に加えたい。 
9. 3M Fluted intramedullary Rodsの費用経験
。箱崎啓，往々木建〈千大〉
三播 捻(三帯整形〉
堂後昭彦(J1l鉄〉
回旋変形を訪ょとする改良型の閉鎖性髄内釘の使用経験
を得た。 3Mfluted intramedulIary Rods (以下 3MFIR) 
の構造上の特徴は，回旋訪止の為の 8本の溝である。 6
例の大腿骨骨幹部骨告に対する費用経験では，毘旋変形
はみられなかったが， 1例に重讃短縮がみられた。田提
変形iこ対しては 3MFIRはすぐれた方議と考えるが，
重積短縮に対して辻充分な注意を用するものと考える。
なお渉猟し得た範囲では，本邦に於いては， 3MFIRの
報告はない。 
10.調節注入療法前後における関範液中ムコ多糖の変
イ乙 
0蒋益隆，東山義龍，増田純男
山詞昭義 〈千大〉
中村 勉(県立東金〉
西山秀木〈沼捧市立〉
ステロイド関館内注入前後関節夜中ムコ多糖の変化を
みる目的で OA 5新1RA 7伊jを対象;こ分析を行主っ
た。その結果乾繰重量当ヲ程性ムコ多糖含量で詰注入後
の OAではやや低誼を示すが RAではかえって高値
を示した。一方乾操重量ウロン酸含有量では関館内注入
後の OAにおいて抵値を示すのに対してまA で辻逆
に高値を示した。尚，同時に行った電気泳動の結果では
ヒアノレロン援が主成分であ予，デンシロメターで計測し
た結果，関節内注入後まA 関箭夜中のヒアノレロン酸含
宥量は関節内注入前に比し高値を示した。 
11.モルキオ症候群における上位頚椎変化について
。小沢袋行，東山義龍〈千大〉
石匡三郎，椀生揚久(桜ケ豆育成富〉
上原 拐(袖ケ蒲福祉センタ}療育菌〉
鎌田 栄〈君津中央〉
我々は，尿中ケラタン読酸の著明な増加を認めたモノレ
キオ症侯群と患われる 3症例を経験し，その上位頚誰の
変化iこ著目した。 2症例に轄権歯突起の形成不全と環
軸権亜説日を認めた。脊髄損傷を示す神経症状は認みうな
かったが，上位頚椎の不安定住を認めるかぎり，今後，
定携な経退観察と不安定d詮の増大があれば，予防的iこ手
荷が必要と思われる。 
12.聾光抗体法を用いた椎罷板のコラーゲン会布 
0中村勉，勝呂徹，東山義龍
〈千大〉 
Type 1，Il， mの牛コラーゲンに対する抗血清で，
互いに免疫学的にクロスする部分を，吸収した特異d詮の
高い抗体を用い，牛頚椎々開板iこ対して，コラーゲンの
昂在性を調べた。
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Type 1コラーゲンは，線維輪外層に多く TypeI 
コラーグンは，髄核に復位で島った。 Type mコラーゲ
ンは，内・外共，存在が確認された。また，宇腎臓の糸
球体基底膜よ担得られたコラーゲンに対する読体は，髄
務部の紹胞において， FITCの蟹光を発した。 
13.膏代謝よりみたステロイド投与ラビットの骨変化 
0後藤澄雄，栗原真，秋田敏
く千大〉
霜礼次郎〈霜整形外科〉
近年ステロイド(糖質コルチコイド〉惑の長嘉投与症
例が各科で増え，ステロイド誘発性骨粗繋症が多発して
いる。骨量の減少機序を知る目的でラピットを患い，夜
組織持刻搭記を行いつつ，プレ Fニン lmgjkg，連日投
与を 2カ月行い初期変化を観察した。硬組織学的検索の
結果，短期的には骨形成表00，骨吸収表面の減少，骨形
成速度不変， Drift Patternの不変などの知見を得た。
骨吸収完進は長期投与によるもので，文識的に考察し
た。 
14. TI-201の骨寄変への応用について 
0梅田透，有水昇，内山珪  
)1名正直，山本日出樹(千大放〉
井上駿一〈千大〉
高田 典彦(県立がんセンター整〉
松岡 理(放医研〉
各種骨病変に， Tl.201 シンチグラムを行い，基礎的
には，オートラジオグラフィにて，臨来的には， Tc・99毘 
MDP骨シンチグラムと比較し，その有m性につき検討
した。オートラジオグラフィにより， Tlは投与後日分
で，すでに血中より清失し，腎への排控が高かった。臨
床的に静注後30分のシンチグラムの集覆は，血流でな
く，腫蕩結抱主どを表わすと考えた。また Tlシンチグ
ラムは， Tcシンチグラムと比し，病変に対する speci. 
ficityが高かった。 
15. IgE昏髄腫の 1傍
。木村 組(国立佐倉・整形〉
小林英夫，栗原真〈千大〉
鈴木直人〈冨立佐倉・内科〉
世界第15例呂と思われる IgE骨髄撞の症剖を経験し
た。患者は71議の女性，主訴は右肩関節痛で，実血，蛋
自分酉で，82-fast r位lこM蛋由。免疫電気詠動(読 Fab，
抗 IgE，技K 抗体で強い沈降線形成)，骨髄録で53.6%
の骨髄撞結抱，同組抱の埜完投体法での特異的染色〈拡 
IgE，抗 K 抗体)，骨髄解橡(頭蓋骨，右肩甲骨，右腸
骨〉よ歩五型  IgE骨髄撞と診誇号した。治療は 5剤併
用化学療法 (MEVAP療法〉で，現在経過良好である。 
16.手指に発生した軟部腫蕩について
。中村哲雄，高木学諮，小林紘一
(千葉労災〉
昭和40年より本年までに当院整形外科において手術療
法を行った ganglion，炎症性腫癌を除く手指に発生した
軟部撞蕩は16例あった。手指に発生する撞癌は gang-
lionが圧観的に多いが，全麗撞恒例中16伊U(17話〉は壁
蕩であった。 16例の題壌中 epidermoidcystが 6例と多
く，中高年層に発生し，半数の 3例は外傷のまま応をもっ
ていた。 hemangiomaは比較的若年者に発生していた。 
17.軟部悪性腫蕩の治察について 
0保高英二，高田典芸ま，遠藤富士乗
(千葉県がんセンター〉
私達泣，過去 8年嵩に88倒の軟部悪性彊療を治療した
が，脂訪!者彊 (20伊U)，横紋務肉腫 (17倒)が多い。そ
の治療成績は，局所再発率62.5払蹄転移率54.5%およ
び、死主率56.8弘であり， 5 年累積生存率は 42.3~もであ
る。現在，私達は，軟部悪性腫蕩の治療器として，試験
切除後，全身的化学療法 (AD羽主体)諸行。その後，
速中性子線を含めた放射隷療法を行っている。手術は京
見として，J.ζ範切除街である。 
18.特発性側警寵における吾齢の研究
。新井貞男，北原宏， i事昌平
篠遠彰 (千大〉
村田光範集科請，椎名裕子
〈東京女子医・小児〉 
Risser' s sign比骨成熟の指壌としては参考にはな
るが，菅成熟を遼轄には評価しえない。 
TW2は左手の X線写真のみで，骨成熟をよく評髄で
きる。 TW2によれ試， 1WJ警症を有する患者は，骨成熟
;こ特に異常を存していなかった。 200以下の袈H警では，
骨年齢 (TW誌が歴年齢に詑し進んでいる場合，進行し
にくいが，.骨年齢 (TW2)が歴年齢 tこ比し遅れていて 
Menarcheがえzい場合，側警は進行しやすい。 
19.頚誰運動域却定器0)試作
。東出義龍〈千大〉 
3次元角度測定器は未だに実用化されておらず，また
頚椎における側居運動に必ず巨旋運動が伴うようなこと
